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第 168 回女川原子力発電所環境調査測定技術会資料 

 

本文で使用する「沈着」の表現について 

 

１ 概要 

  第１６７回女川原子力発電所環境調査測定技術会において、資料－１－１の４

ページに記載の「現在推移している線量率には、福島第一原発事故により地表面

等に沈着した人工放射性核種の影響が認められる。」という記載を使用し始めた時

期と表現の妥当性について委員から質問があった。 

  当該記載は、令和元年５月開催の女川原子力発電所環境保全監視協議会におけ

る意見を受けて平成３０年度第４四半期報から使用しており、詳細は以下のとお

り。 

 

２ 当該箇所に関する記載内容の推移 

 （１）平成２２年度第４四半期報 

 

 

 （２）平成２３年度第１四半期報～平成２４年度第３四半期報 

 

   ・ （１）及び（２）については、平成２３年３月１１日以降は欠測し、平

成２３年第１四半期報から測定を再開したことを反映したもの。 

 

 （３）平成２４年度第４四半期報～平成２８年度第４四半期報 

 

   ・ 本記載については、（１）の記載にはあった気象条件による変動を説明す

るように変更したもの。 
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 （４）平成２９年度第１四半期報～平成３０年度第３四半期報 

 

   ・ 本記載については、検出器の下方を遮へいしていた鉛を取り外したこと

により、福島第一原発事故前と比較できなくなったため、（３）の前半を削

除したもの。 

 

 （５）平成３０年度第４四半期報～現在 

 

   ・ 本記載については、令和元年５月開催の女川原子力発電所環境保全監視

協議会において、同協議会委員より、現在の線量率には福島第一原発事故

の影響があることを示した方が良いとの意見があったことを受けて記載を

修正したもの。 

 

３ 表現の妥当性 

  セシウム１３７等が地表面等に沈着することについては、平成１８年に作成さ

れ国際原子力機関が著作権を持つ「チェルノブイリ原発事故による環境への影響

とその修復：２０年の経験」を平成２５年に日本学術会議が翻訳した資料におい

て「放射性核種の放出と地表への沈着」と記載があることや、国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構が毎年度作成している「原子力機構の研究開発成果」に

おいても「土壌表面に沈着した放射性セシウム」と言及されていることから、適

切な表現であると考えている。 

 


